
　２学期初日、〈親子読書カード〉全て読ませていただきました。 

　ありがとうございました!!!　保護者の皆様への感謝の念でいっぱいです。 

　「読書活動を活性化したい！」「もっともっと本に親しめる子どもに育てたい！」という学校側

の願いに真剣に向き合ってくださった皆様のお気持ちが、読書カードにあふれていました。お子さ

んと一緒に読書に向き合っている時間を慈しむ気持ち、自分の子ども時代を思い出したり、我が子

の未来に思いを馳せたり、湧き出す感情は様々ですが、皆様の熱い思いを確かに感じました。 

　学校報『校長の本棚』の代わりにおうちの方の読書紹介を、とやや冗談めかして評価アンケート

の回答文書に書きましたが、思わぬ形で叶いました。承諾は得ていませんので、お名前は伏せて、

勝手に掲載させていただきます。校長渡辺、感謝と喜びでちょっと興奮していますので、勢いで、

 この〈親子読書増刊号〉を作っちゃいました。それでは、親子の感想をセットでお読みください。

『バスをおりたら・・・』 『よるのいきものたち』 『いえない　いえない』 

〈１年〉とおくまできちゃった 〈１年〉コウモリがじぶんのな 〈１年〉ぼくがおもしろいとお

けど、おうちにかえれたところ きごえをたよりにして、くらい もったところは、かばがザバと

  がよかったです。 ところでもぶつからないでとぶ でてきたところです。

 〈親〉バスにのって、いつもと のがすごいとおもいました。

ちがうばしょまでいってしまう 〈親〉自分の特徴を活かして生

ばめんは、おんなのこのふあん きる姿が描かれていました。人

がつたわってきてこわかったけ 間も同じように長所をどんどん

ど、さいごにとおくからたんこ 伸ばし、人生を豊かにできれば

うのまちをみるふうけいはきれ いいなと思いました。

いでした。 〈親〉よく知らない人のことを、

うわさだけできらいになったり

『かわのなかでは』 するのはよくないことだし、じ

〈２年〉みんなできいろいおだ 〈親〉ハラハラする内容だなと ぶんのほんとうのきもちを人に

んごがなにかを話しあっている 思いました。人がつりをしてい おしえるのは、ゆうきのいるこ

 ばめんがすきです。さかなたち る時、川の中で魚たちがこんな とだとおもいました。

 がみんなで力をあわせていると ふうに会話していると思うとお

   ころだからです。 もしろかったです。
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～ 子ども、保護者、教師、地域、みんながパートナー ～ 

令和８年８月２７日〈親子読書特集①・８月増刊号〉

【学校教育目標】 

「ふるさとに立ち 心豊かで たくましく 生き生きと学び合う 子どもの育成」



『黒ねこのおきゃくさま』 『７分間でゾッとする７つの話』 『海の命』 

〈３年〉わたしはかわいそうだ 〈４年〉本当にこわいのかなと 〈６年〉父が亡くなっても村一

と思いました。とびらを少しあ 思いながら読んだ。本当にこわ 番の漁師になるために与吉爺さ

けたらやせた黒ねこが入って来 い話だった。一番こわいと思っ んの弟子にしてくれるようたの

て、足は細いし、おなかもぺち た場面は、最後の方の一人いな みにいったのがすごいなと思い

ゃんこ。「にゃーお」とないて くなるところです。読み終わっ ました。ぼくも何事にもあきら

つめたい体をおじいさんの足に た後にはお母さんと感想をきょ めずに最後まで目標に向かって

 こすりつける力はあったけど、 う有し合って、一人で読んだ時 がんばりたいなと思います。

 黒ねこは弱いからかわいそうだ とはまたちがって楽しかった。 〈親〉太一が父親の思いを胸に

 と思いました。 〈親〉二人で本を選んだ。息子 成長していく姿が印象に残りま

〈親〉おじいさんが見返りを求 が「少し怖かった」と話してい した。命を奪うことだけが漁師

めず親切にする場面が心に残り たのでドキドキしながら読ん の仕事ではなく、海の命を大切

ました。どんな時でも親切にす だ。「おばけじゃなかったんだ にする心も大切なのだと感じま

ると、相手だけでなく自分の心 な」とホッとしたら…、やっぱ した。子どもにも周りの人や自

も豊かになり、良いかたちで返 りヒヤッとした終わりで、息子 然を大切にしながら、自分で考

ってくるのだと考えさせられま と〈怖い〉を共有した。図書館 えて行動できる人になってほし

した。 へ行くことはあったが、二人で いと思います。

本を探すのは初めてだったので

『パンケーキをたべるサイなん 楽しかった。 『むしばミュータンスのぼうけん』 

 ていない』 〈６年〉歯みがきをしないとむ

〈３年〉おとうさんやおかあさ 『走れメロス』 し歯のミュータンスがよろこぶ

んは話をきいてくれなかったけ 〈４年〉王が理不尽な条件をつ けど、歯が穴だらけになるって

ど、サイくんのおかげできいて きつけたことに腹が立った。人 わかってよかったし、すこし怖

 くれるようになって良かったと を信じることをあきらめないこ かった。

  思いました。 との美しさを感じた。 〈親〉歯を大切にしよう！とい

〈親〉「今忙しいから」と話を 〈親〉「仲間を信じること」「あ う本ではなくて、虫歯側の本で

聞いてあげられない時もあり、 きらめないこと」を重要なテー ミュータンスのために歯はみが

この本を読んでドキっとしてし マにしている点はプリキュアっ かないでくれ！という感じで面

まいました。きちんと向き合っ ぽいな思った。ラストで暴君が 白かったけど、虫歯の怖さも分

て話を聞く時間も作らないとい 改心して仲間になるところもプ かった。

けないな思いました。 リキュアっぽい。

◇素敵な感想ばかりでした。 

『モチモチの木』 『北の森にヒグマを追って』  特集②に続きます。 

〈２年〉じさまがおなかがいた 〈５年〉心に残った場面は調査 ◇裏面は県発行の防災ハンド 

くなって、まめたはこわがりな をしていた熊が冬眠穴の中で死  ブックの抜粋です。参考に

のに、一人ではだしでいしゃを んでいたところです。調査のた  なさってください。

よびに行ったのがすごいと思い めの麻酔注射のせいでした。人

 ました。 のせいで死んでしまった熊がか 〈親〉命を扱うことの重さや現

〈親〉じさまへのあいじょうが わいそうだと思いました。人と 実の厳しさが伝わってきます。

まめたにゆうきをあたえ、一人 熊が共生できるか考えなければ 熊被害の問題と重ねて読むと、

まよなかにいしゃさまへ行ける いけないことがたくさんあるん 人と熊の距離をどう保つかを考

ことがすばらしいと思った。 だと感じました。 えるきっかけになる本でした。


